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ABCA, の長さを、それぞれ cb, とする。 

△ ABCの面積を S とすると clbkahS 2  ──① 

 

また、円周角の定理より、 BACsin は一定である。 
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※ Aが定弦 BCから見てどちら側にあっても、  sin)sin(  であるから、 BACsin は一定である。 

B C

A

a



 

A


